
1 

 

第
四
四
五
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
五
年
五
月
二
十
五
日(

木)  

神
保
町
吟
行
、
句
会
於
：
丸
紅
本
社 

 
選 

 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

 

出 

席 
者 

 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
忠
重 

豊
田
穣 

西
澤
國
護 

 

長
谷
見
敏
（
作
者
表
記
「
び
ん
」） 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

今
井
紀
久
男 

熊
谷
國
男
（
選
者
表
記
「
く
」） 

小
早
健
介 

後
藤
と
み
子 

 
朱
牟
田
静
雄
（
選
者
表
記
「
恵
」） 

高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

古
田
昇 

宮
内
規
雄 

山
田
啓
子
（
選
者
表
記
「
け
」） 

山
内
天
牛 

 

渡
邊
盛
雄 

 

 

選
句
の
み 

 
 

今
井
紀
久
男 
梅
崎
哲
雄
（
選
者
表
記
「
く
す
」） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

高
橋
敏
郎 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

 

 

【
互 

選 

句
】 

〇
は
選
者
の
特
選 

 
◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
一
点 

◎
一
斉
に
沖
向
く
浦
の
鯉
幟 

 
 
 

康
敏 
（
そ
・
く
す
・
忠
・
孤
・
五
・
と
・
恵
・
清
・
允
・
百
・
け
） 

 
 
 

 
 
 
 

十
点 

 

◎
古
書
房
の
梅
雨
や
帳
場
の
時
計
打
つ 

 

び
ん 
（
紀
・
孤
・
く
・
孝
・
恵
・
敏
・
堂
・
正
・
〇
啓
・
亜
） 

 

九
点 

 
 

括
ら
れ
て
端
居
の
古
書
や
神
保
町 

 
 

び
ん 

（
紀
・
忠
・
〇
健
・
と
・
千
・
た
・
ゆ
・
允
・
百
） 

 
 

 

夏
の
古
書
父
の
書
棚
の
匂
ひ
し
て 

 
 

啓
子 

（
そ
・
と
・
孝
・
清
・
國
・
雅
・
〇
規
・
亜
・
〇
三
） 

 
 
 
 
 

 

八
点 

 
 

潮
干
狩
己
の
影
を
掘
つ
て
を
り 

 
 
 
 

 
  

孤
舟 

（
そ
・
忠
・
五
・
恵
・
堂
・
啓
・
け
・
三
） 

 

七
点 

 

◎
鬼
平
を
読
む
籐
椅
子
を
軋
ま
せ
て 

 
 
 
 
  

康
敏 

（
孤
・
く
・
孝
・
び
・
〇
允
・
天
・
盛
） 

 

六
点 

  
 

葉
の
香
り
木
の
香
り
食
ふ
柏
餅 

 
 
 
 

 
  

忠
彦 

（
そ
・
紀
・
千
・
〇
孝
・
堂
・
盛
） 

下
闇
や
古
書
肆
の
棚
に
師
の
句
集 

 
  

 
 
 

孤
舟 

（
紀
・
忠
・
恵
・
康
・
啓
・
盛
） 

◎
古
書
店
に
波
郷
全
集
夕
薄
暑 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

（
孤
・
清
・
敏
・
正
・
三
・
天
） 

無
為
の
二
字
で
足
り
る
ひ
と
日
も
暮
れ
か
ね
て 

恵
洲 

（
く
す
・
〇
龍
・
ゆ
・
敏
・
允
・
三
） 

◎
鯉
の
ぼ
り
絶
滅
危
惧
種
か
も
知
れ
ず 
 
 
 
    

昇 

（
孤
・
健
・
千
・
隆
・
允
・
亜
） 

◎
青
嵐
い
つ
し
か
舊
り
し
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

 
  

 

亜
也 

（
孤
・
く
・
健
・
恵
・
康
・
堂
） 

 

五
点 

 
  

受
付
は
目
高
一
匹
歯
科
医
院 

 
 

  
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
ゆ
・
び
・
〇
正
・
啓
・
天
） 

土
筆
摘
む
知
ら
ぬ
同
士
も
親
し
げ
に 

 
 
 
 

國
護 

（
そ
・
た
・
雅
・
規
・
天
） 

 

四
点 

 
 
 
 

半
袖
の
軽
ろ
き
装
ひ
夏
来
る 

 
 
 
 

  
  

忠
彦 

（
く
す
・
た
・
隆
・
規
） 

郭
公
の
鳴
き
山
荘
の
朝
動
く 

 
  

 
 
 

  

孤
舟 

（
く
・
〇
堂
・
百
・
昇
） 

雪
解
川
過
去
も
未
来
も
吞
み
込
み
て 

 
 
  

 
 
 
 

仝 

（
そ
・
〇
く
す
・
雅
・
規
） 

緑
蔭
の
学
生
街
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス 

 
 
 
   

  

仝 

（
く
・
龍
・
正
・
昇
） 

◎
そ
の
形
（
な
り

）
は
着
ぐ
る
み
め
く
よ
蝦
蟇
（
が
ま
が
へ
る

） 

と
み
子 

（
孤
・
千
・
恵
・
啓
） 

玲
瓏
た
る
ソ
プ
ラ
ノ
響
き
薫
る
風 

 
 

  
  

千
恵 

（
〇
紀
・
く
・
敏
・
規
） 

花
の
名
を
聞
い
て
は
忘
れ
春
果
つ
る 

 
 
 
 

恵
洲 

（
く
す
・
康
・
ゆ
・
け
） 
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高
野
山 

石
楠
花
に
満
つ
る
聖
地
や
明
け
の
鐘 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
敏
・
康
・
雅
・
盛
） 

 

三
点 

 
日
盛
り
や
斜
め
に
渡
る
交
差
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 

（
五
・
ゆ
・
〇
昇
） 

◎
道
端
で
画
集
を
選
ぶ
夏
の
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
孤
・
隆
・
び
） 

新
樹
光
と
き
ど
き
開
く
る
骨
董
屋 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 

（
五
・
正
・
昇
） 

長
谷
寺
の
終
の
一
輪
白
牡
丹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
た
・
國
・
亜
） 

夏
落
葉
ひ
そ
と
老
兵
職
を
辞
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 

（
健
・
敏
・
允 

緑
風
や
八
十
路
来
し
方
陰
と
陽 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
く
す
・
孝
・
敏
） 

ど
う
し
て
も
本
音
を
言
わ
ぬ
赤
い
薔
薇 

 
 
 
 
 

正
明 

 

（
〇
忠
・
健
・
清
） 

若
き
日
の
欠
片
探
し
て
神
田
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 

（
健
・
孝
・
百
） 

偶
々
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
で
御
一
緒 

 
 
 
 

聖
五
月
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
出
の
ご
婦
人
と 

 

天
牛 

 

（
紀
・
と
・
け
） 

妻
く
れ
る
誕
生
祝
の
麻
の
服 

 
 
 
 
 
 
  

 
  

仝 
 

（
龍
・
亜
・
三
） 

 

二
点 

  

短
夜
や
日
の
出
を
待
て
ず
雨
戸
繰
り 

 
  

 
 
 

そ
ら
お 

 

（
清
・
百
） 

八
種
類
飲
む
毎
日
が
薬
の
日 

 
 
 
 
 
 

  
 

 
忠
彦 

 

（
龍
・
隆
） 

ゆ
っ
た
り
と
威
風
の
姿
花
菖
蒲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
雅
・
け
） 

◎
子
と
孫
の
厄
を
落
せ
よ
菖
蒲
風
呂 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
孤
・
國
） 

鈴
蘭
の
小
さ
き
ブ
ー
ケ
巴
里
遥
か 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
（
と
・
正
） 

芍
薬
を
供
花
に
加
え
禅
の
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
清
・
び
） 

一
階
は
ワ
イ
ン
・
バ
ー
な
り
神
保
町 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
龍
・
び
） 

あ
ら
た
め
て
見
合
わ
す
素
顔
風
薫
る 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 

（
忠
・
〇
亜
） 

武
者
ぶ
り
の
端
午
に
適
ふ
初
舞
台 

 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 

（
紀
・
康
） 

担
ぎ
手
は
大
張
り
切
り
の
夏
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 
 

（
た
・
け
） 

◎
緑
蔭
の
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
古
書
を
手
に 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

（
孤
・
千
） 

菖
蒲
湯
に
浸
か
り
心
も
爽
や
か
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
雅
・
規
） 

沙
羅
木
陰
花
芽
と
老
い
を
語
る
妻 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 

（
敏
・
三
） 

デ
イ
ゴ
咲
く
喜
界
島
な
り
世
に
遠
し 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
と
・
隆
） 

青
嵐
積
ま
る
る
古
書
を
捲
り
を
り        

 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
・
び
） 

無
人
な
る
石
切
り
島
の
卯
月
か
な 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
五
・
敏
） 

薫
風
に
人
し
れ
ず
あ
り
清
麻
呂
像 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
紀
・
敏
） 

 

一
点 

 

コ
ル
セ
ッ
ト
は
め
リ
ハ
ビ
リ
励
む
汗
の
午
後 

 
  

紀
久
男 

 

（
天
） 

大
空
を
ド
ロ
ー
ン
と
競
ふ
鯉
幟 

 
 
 
 
 

  
 
 
 

健
介 

 

（
ゆ
） 

梅
天
に
古
戦
場
あ
り
武
者
絵
凧 

 
 
 
 
 
 
  

く
に
お 

 

（
百
） 

通
院
の
バ
ス
待
つ
朝
に
若
葉
風 

 
 
 
 
 

  
 

 

千
恵 

 

（
康
） 

ア
ジ
サ
イ
咲
く
古
書
の
町
並
み
な
つ
か
し
い 

 

た
だ
し
げ 

 

（
敏
） 

 

夏
め
く
や
冷
酒
供
に
蕎
麦
た
ぐ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
盛
） 

紅
薔
薇
の
大
輪
活
け
て
部
屋
薫
る 

 
 
 
 
  

 

ゆ
た
か 

 

（
昇
） 

昼
飯
は
和
食
に
徳
利
さ
つ
き
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
隆
） 

フ
ェ
ン
ス
越
え
兜
は
今
や
海
渡
り 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 

（
龍
） 
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こ
ろ
も
が
え
黒
美
し
き
時
流
か
な 

 
 
 
 
 

び
ん 

 

（
た
） 

行
乞
の
山
頭
火
追
ひ
南
風
（
は
え
）
の
町 

 
 
 

仝 
 

（
啓
） 

夏
め
く
や
目
立
つ
大
き
な
バ
ン
ド
エ
イ
ド 

 
 

正
明 

 

（
昇
） 

夏
日
と
や
年
々
早
し
衣
替
え 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 

（
千
） 

安
ら
ぎ
の
時
間
を
妻
と
新
茶
汲
む 

 
 
 
 
 
 

昇 
 

（
國
） 

オ
リ
ー
ブ
の
花
の
弾
け
て
古
書
の
上 

 
 
 
 

啓
子 

 

（
紀
） 

サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
颯
爽
と
出
勤
す 

 
 
 
 
 

規
雄 

 

（
天
） 

村
人
が
見
守
る
佐
渡
の
薪
能 

 
 
 
 
  

 

け
い
子 

  

（
堂
） 

姿
よ
き
梅
樹
実
の
落
つ
降
る
が
ご
と 

 
  

 
 

亜
也 

 
 

（
〇
盛
） 

書
肆
と
い
ふ
言
葉
あ
り
け
り
花
槐 

 
 
 
  

 
 

仝 
  

（
〇
五
） 

雷
鳴
や
痛
々
し
い
友
の
深
傷 

 
 
 
 
 
 
  

盛
雄 

  

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

 

評
】 

※
の
付
記
さ
れ
て
い
る
句
は
、
選
句
は
し
て
い
な
い
が
、
特
別
の
想
い
や
、
句
と
し
て
気
に
な
る
点
の
指
摘
な
ど
。 

十
一
点
句 

一
斉
に
沖
向
く
浦
の
鯉
幟 

 
 
 
 
 

康
敏 

 

 
 
 

 
 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
海
が
湾
曲
し
て
陸
地
に
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
の
漁
村
。
鯉
幟
が
一
斉
に
沖
へ
向
か
っ
て
な 

び
き
、
漁
に
出
て
い
る
父
親
た
ち
を
励
ま
し
て
い
る
の
だ
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
浦
に
風
が
出
て
き
た
、
急
に
泳
ぎ
出
し
た
鯉
幟
は
沖
に
頭
を
向
け
る
。
沖
向
く
が
効
い
て 

い
ま
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
海
風
が
心
地
よ
く 

青
い
空
、
青
い
海
、
泳
ぐ
鯉
幟
鮮
や
か
に
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
漁
村
の
景
か
。
浦
の
鯉
幟
の
写
生
句
面
白
い
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
海
風
を
受
け
て
鯉
が
一
斉
に
泳
い
で
い
る
。
青
空
が
爽
や
か
で
美
し
い
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
新
潟
の
海
辺
の
風
景
で
し
ょ
う
か
、
海
風
に
た
な
び
く
鯉
幟
、
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

十
点
句 

 

古
書
房
の
梅
雨
や
帳
場
の
時
計
打
つ 

 

び
ん 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
黴
臭
い
古
本
屋
に
入
る
と
、
帳
場
の
時
計
が
丁
度
正
時
を
告
げ
た 

く
に
お
さ
ん
・
・
梅
雨
時
の
古
書
店
で
立
ち
読
み
し
て
い
る
。
突
然
、
時
計
が
鳴
っ
た
。「
あ
っ
も
う
こ
ん
な 

時
間
か
」
と
あ
ら
た
め
て
時
間
を
確
認
す
る
。
木
造
の
古
書
店
の
柱
時
計
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

似
た
よ
う
な
経
験
を
時
々
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
古
い
柱
時
計
が
鳴
っ
た
の
か
。
如
何
に
も
古
書
店
の
帳
場
に
相
応
し
い
音
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
十
七
文
字
で
丸
ご
と
雰
囲
気
を
伝
え
ら
れ
る
俳
句
の
素
晴
ら
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。 

 
 
 

 
 
   

 

亜
也
さ
ん
・
・
・
出
来
す
ぎ
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
な
が
ら
、
い
か
に
も
と
い
う
景
。 

 

九
点
句 

 

括
ら
れ
て
端
居
の
古
書
や
神
保
町 

 
 

び
ん 

 
 

 
 

 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
古
書
肆
の
店
内
に
見
受
け
ら
れ
そ
う
な
光
景
で
微
笑
ま
し
い
。
こ
ん
な
店
で
ゆ
っ
く
り
本 

を
探
し
て
み
た
く
な
り
ま
す
ね
。 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

店
の
外
に
、
ま
と
め
置
か
れ
た
古
本
を
、
端
居
と
は
微
笑
ま
し
い
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
神
保
町
の
古
書
街
、
い
ず
れ
の
お
店
で
も
古
書
を
一
括
り
に
し
て
端
居
さ
せ
て
い
る
。 

そ
の
風
景
を
上
手
く
捉
え
て
面
白
い
。 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
古
本
屋
の
店
前
の
台
に
古
本
が
積
ま
れ
て
い
る
。
ま
る
で
古
本
が
端
居
し
て
い
る
よ
う 

だ
。 



4 

 

百
合
子
さ
ん
・
・
古
書
街
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
な
が
ら
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
店
を
覗
く
自
由
気
儘
な
静
謐
の
時
間
。 

端
居
が
と
て
も
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た 

夏
の
古
書
父
の
書
棚
の
匂
ひ
し
て 

 
       

啓
子 

 
 

 
 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
父
様
の
思
い
出
を
、
古
書
の
匂
い
か
ら
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 
 
 

規
雄
さ
ん
・
・
・
古
本
の
前
に
立
っ
た
ら
、
父
の
本
棚
の
匂
ひ
が
フ
ッ
と
し
て
き
た
。
書
物
好
き
の
父
が
懐 

か
し
い
。
い
い
句
で
す
ね
。 

 
 
 

 
 
  
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
プ
ル
ー
ス
ト
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
。
匂
い
で
よ
み
が
え
る
あ
の
日
々
、
こ
の
日
々
。 

 
 
 
 
 

 

三
恵
さ
ん
・
・
・
た
ま
た
ま
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
実
家
に
帰
り
、
今
は
兄
が
つ
か
っ
て
い
る
亡
父
の 

書
斎
に
入
る
と
、
な
ぜ
か
と
て
も
懐
か
し
い
匂
い
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
感
覚
と
呼
応
し
て 

い
る
句
で
す
。
嗅
覚
と
い
う
の
は
視
覚
、
聴
覚
以
上
に
は
る
か
遠
く
の
「
想
い
出
」
を
呼
び 

戻
し
て
く
れ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

八
点
句 

潮
干
狩
己
の
影
を
掘
つ
て
を
り 

 
 
 
 

 
  

 

孤
舟 

 

 
 
 

 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
実
景
な
の
か
ど
う
か
。
哲
学
的
な
響
き
が
素
晴
ら
し
い
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
潮
干
狩
り
も
昔
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
確
か
に
こ
の
句
の
よ
う
な
景
色
で
し
た
ね
。 

 

七
点
句 

鬼
平
を
読
む
籐
椅
子
を
軋
ま
せ
て 

 
 
 
 
   

康
敏 

 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
鬼
平
犯
科
帳
を
読
み
進
め
る
う
ち
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
。
思
わ
ず
手
に
汗
握
り
、
身
を
委
ね 

て
い
た
籐
椅
子
ま
で
軋
ま
せ
て
し
ま
っ
た
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
池
波
正
太
郎
作
品
の
一
冊
。
読
み
始
め
た
ら
時
間
を
忘
れ
読
み
耽
る
。
肩
が
凝
っ
て
首
を
回 

す
と
体
が
動
く
。
そ
の
た
び
に
籐
椅
子
が
微
か
に
軋
む
。
読
書
家
に
と
っ
て
は
至
福
の
と
き 

で
も
あ
る
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
鬼
平
は
何
度
読
ん
で
も
面
白
い
。
私
の
籐
椅
子
は
と
っ
く
に
壊
れ
て
し
ま
っ
た
が
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
鬼
平
と
軋
む
籐
椅
子
が
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

六
点
句   

葉
の
香
り
木
の
香
り
食
ふ
柏
餅 

 
 
 
 

 
  

忠
彦 

 

 
 
    

   

孝
岳
さ
ん
・
・
・
何
と
も
言
え
な
い
柏
餅
の
芳
し
い
美
味
し
さ
を
、
葉
の
香
り
、
木
の
香
り
と
表
し
て
食
べ
た 

く
な
る
よ
う
な
句
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
菓
子
屋
さ
ん
のC

M

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。 

下
闇
や
古
書
肆
の
棚
に
師
の
句
集 

 
  

 
 
 

孤
舟 

 

 
 
 

 
 
    

恵
洲
さ
ん
・
・
・
薄
暗
い
古
書
店
の
棚
に
、
そ
こ
だ
け
何
故
か
光
が
当
た
っ
た
か
の
よ
う
に
師
の
著
書
が
目 

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
で
す
ね
、
き
っ
と
。 

 
 
 
 

 
 
 

  

康
敏
さ
ん
・
・
・
街
路
樹
の
影
が
濃
い
初
夏
の
古
書
街
で
、
師
の
句
集
を
見
付
け
た
。
私
も
古
書
店
や
古
書
市 

で
青
邨
先
生
の
句
集
や
随
筆
集
を
見
付
け
た
時
は
感
慨
深
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
よ
く
ぞ
見
付
け
て
下
さ
っ
た
。‶

下
闇
〟
の
季
語
が
効
い
て
お
り
ま
す
。 

古
書
店
に
波
郷
全
集
夕
薄
暑 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
石
田
波
郷
を
評
価
し
な
い
俳
人
も
多
い
が
、
い
ま
だ
に
人
気
の
作
家
で
あ
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
波
郷
全
集
を
選
ん
だ
と
こ
ろ
が
か
な
り
の
俳
人
で
す
ね
。 

無
為
の
二
字
で
足
り
る
ひ
と
日
も
暮
れ
か
ね
て 

恵
洲 

 

 
 
 
      

龍
平
さ
ん
・
・
・
な
ん
と
も
言
え
ぬ
ア
ン
ヌ
ュ
イ
。
で
も
思
い
き
れ
な
い
一
日
が
・
・
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
す
る
こ
と
が
な
い
、
予
定
が
な
い
一
日
は
と
て
も
長
く
感
ず
る
。 

鯉
の
ぼ
り
絶
滅
危
惧
種
か
も
知
れ
ず 

 
 
 
   

昇 
  

 
 
 
 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
少
子
化
時
代
で
鯉
幟
も
あ
ま
り
見
掛
け
な
く
な
っ
た
。
「
絶
滅
危
惧
種
」
は
ま
さ
に
言
い
得 
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て
妙
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
近
頃
は
自
宅
の
前
な
ど
に
立
て
る
お
家
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
“
絶
滅
危
惧
種
”
の
表
現 

が
愉
快
で
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
都
会
で
鯉
の
ぼ
り
を
見
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
。
田
舎
で
も
子
ど
も
が
少
な
い 

こ
と
も
あ
り
、
余
り
見
な
い
。
消
え
て
ゆ
く
風
習
か
も
。 

 
 
 

      

隆
さ
ん
・
・
・
・
随
分
抑
え
た
言
い
方
で
す
ね
。「
議
事
堂
の
空
を
泳
ぐ
や
鯉
幟
」
ぐ
ら
い
言
っ
て
も
い
い
で 

し
ょ
う
。 

 
 
 

 
 

  

亜
也
さ
ん
・
・
・
一
見
俳
句
ら
し
く
な
い
中
に
込
め
ら
れ
た
一
種
の
愛
惜
。 

青
嵐
い
つ
し
か
舊
り
し
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

 
  

 

亜
也 

 
 

 
 
 
 
 
  

孤
舟
さ
ん
・
・
・
昭
和
３
０
年
代
か
ら
ブ
ー
ム
だ
っ
た
公
営
団
地
。
今
や
住
人
と
も
ど
も
老
朽
化
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
一
時
は
子
供
た
ち
で
賑
わ
っ
た
団
地
も
、
や
が
て
子
供
た
ち
は
社
会
人
と
な
り
、
団
地
を
離 

れ
残
っ
た
の
は
年
老
い
た
夫
婦
だ
け
。
た
だ
、
青
嵐
だ
け
は
昔
と
変
わ
ら
ず
吹
き
渡
っ
て
い 

る
。
空
き
家
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
近
年
増
加
し
て
い
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
の
感
懐
は
分
り
ま
す
。「
新
幹
線
」
と
い
う
語
な
ど
も
同
様
で
す
ね
。 

 
 
 
    

康
敏
さ
ん
・
・
・
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は50
年
の
歴
史
を
持
つ
。
名
前
は
ニ
ュ
ー
で
も
古
び
て
し
ま
っ
た
。 

時
代
に
即
し
た
価
値
と
魅
力
の
再
生
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。 

 

五
点
句 

 

受
付
は
目
高
一
匹
歯
科
医
院 

 
 

  
 
 
 
  

と
み
子  

 

正
明
さ
ん
・
・
・
の
ん
び
り
し
て
い
て
良
い
で
す
ね
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
目
高
一
匹
で
静
か
な
待
合
室
の
雰
囲
気
が
良
く
出
て
い
ま
す
ね
。 

土
筆
摘
む
知
ら
ぬ
同
士
も
親
し
げ
に 

 
 
 
  

國
護 

  

 
 
 
    

た
だ
し
げ
さ
ん
・
土
筆
を
摘
み
な
が
ら
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
風
景
が
見
え
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
無
心
に
土
筆
を
摘
む
者
同
士
は
こ
う
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
‼ 

 

四
点
句 

 
 

半
袖
の
軽
ろ
き
装
ひ
夏
来
る 

 
 
 
 

  
 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
夏
の
到
来
を
衣
替
え
と
い
っ
た
改
ま
っ
た
服
装
の
変
化
で
は
な
く
、
あ
り
ふ
れ
た
変
化
で
表

現
し
て
い
る
の
が
面
白
い
。 

 
 
 
 
 

  

隆
さ
ん
・
・
・
・
上
五
と
中
七
は
付
き
過
ぎ
か
。「
半
袖
で
飛
び
出
す
町
や
夏
来
る
」
で
も
。 

郭
公
の
鳴
き
山
荘
の
朝
動
く 

 
  

 
 
 

 
  

孤
舟 

 
 

 
 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
山
荘
の
朝
は
郭
公
の
鳴
き
声
で
始
ま
る
。
郭
公
が
鳴
け
ば
山
荘
の
厨
で
は
俎
板
の
音
が
し
、

煮
炊
き
の
匂
い
が
し
て
今
日
と
い
う
一
日
が
始
ま
る
。
郭
公
の
鳴
き
声
が
耳
元
に
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
夏
山
の
気
持
ち
良
い
雰
囲
気
を
巧
く
詠
ま
れ
ま
し
た
。
下
五
に
早
立
ち
の
人
の
動
き
や
朝
食 

 

の
準
備
に
忙
し
い
様
子
な
ど
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。 

緑
蔭
の
学
生
街
の
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス 

 
 
 
   

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
緑
蔭
の
カ
フ
ｴ
テ
ラ
ス
で
学
生
が
喫
茶
を
し
な
が
ら
楽
し
く
談
笑
し
て
い
る
。「
緑
蔭
」
に 

は
「
木
下
闇
」
と
違
う
明
る
い
語
感
が
す
る
。
夏
の
学
生
街
の
景
を
う
ま
く
切
り
取
っ
た 

一
句
。 

 
 
 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
大
学
４
年
生
本
郷
に
居
た
の
で
よ
く
神
田
へ
。
何
時
も
ゲ
ル
ト
ピ
ン
チ
で
名
曲
喫
茶
コ
ー 

ヒ
ー60

円
か
並
寿
司50

円
の
何
方
か
よ
く
悩
ん
だ? 

《
龍
平
さ
ん
は
選
句
を
さ
れ
る
少
し
前
に
会
合
で
神
保
町
に
。
そ
の
記
憶
が
新
し
く
、
同
時 

に
二
点
句
の‶

一
階
は
ワ
イ
ン
バ
ー
な
り
神
保
町
〟
を
採
ら
れ
、
句
評
に
左
記
一
節
を
付
記
い 
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た
だ
い
て
い
ま
す
：
編
集
担
当
》 

先
週
は
神
田
学
士
会
館
二
泊
。
ラ
ン
チ+

夕
食+

コ
ー
ヒ
ー
に
分
け
計1

6

人
の
知
友
と
旧
交
を 

暖
め
て
来
ま
し
た
。
今
井
と
い
う
人
は
欠
席
だ
っ
た
が
神
戸
に
帰
っ
た
ら
す
ぐ
、 

<

来
月
退
院
か>

の
朗
報
が
入
っ
た
‼ 

目
出
度
し 

め
で
た
し 

メ
デ
タ
シ
。 

そ
の
形
（
な
り

）
は
着
ぐ
る
み
め
く
よ
蝦
蟇
（
が
ま
が
へ
る

） 

と
み
子 

 

 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
は
概
し
て
可
愛
い
が
、
最
近
は
が
ま
が
え
る
の
よ
う
に
、
グ
ロ
テ
ス
ク
で
妖
怪 

め
い
た
も
の
も
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
あ
ま
り
人
気
者
と
は
言
え
な
い
生
き
物
。
そ
れ
を
”
着
ぐ
る
み
“
み
た
い
と
感
じ
た
作
者 

の
ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
を
感
じ
ま
し
た
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
拙
宅
の
庭
に
も
時
に
主
み
た
い
な
顔
を
し
て
現
れ
ま
す
。
児
雷
也
な
ど
も
想
起
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   

啓
子
さ
ん
・
・
・
吃
驚
さ
れ
た
で
し
ょ
う
の
に
、
目
を
止
め
ら
れ
た
事
象
を
ユ
ニ
ー
ク
に
詠
ま
れ
、
且
つ
命

あ
る
も
の
へ
の
愛
情
を
も
感
じ
さ
せ
て
巧
み
で
す
。 

玲
瓏
た
る
ソ
プ
ラ
ノ
響
き
薫
る
風 

 
 

  
  

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
女
性
の
美
し
い
高
音
が
薫
風
に
乗
っ
て
気
持
よ
く
響
き
渡
っ
て
く
る
。
屋
外
で
の
リ
サ
イ
タ 

ル
で
し
ょ
う
か
。「
玲
瓏
」
と
い
う
漢
語
と
「
ソ
プ
ラ
ノ
」
が
取
合
せ
が
面
白
い
。 

花
の
名
を
聞
い
て
は
忘
れ
春
果
つ
る 

 
 
 
 

恵
洲 

 
 

     
 
   

康
敏
さ
ん
・
・
・
特
に
園
芸
種
の
カ
ナ
モ
ジ
の
名
は
、
長
い
も
の
も
あ
り
、
忘
れ
る
と
云
う
よ
り
憶
え
ら
れ
な 

い
。 

 

高
野
山 

石
楠
花
に
満
つ
る
聖
地
や
明
け
の
鐘 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
高
野
山
の
石
楠
花
はGW

頃
が
見
頃
だ
。
特
に
世
界
遺
産
の
金
剛
三
昧
院
は
見
事
で
、
天
然
記 

念
物
の
石
楠
花
も
あ
る
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
四
国
八
十
八
ヵ
寺
遍
路
満
願
の
仕
上
げ
に
高
野
山
、
宿
坊
に
泊
り
朝
の
勤
行
に
触
れ
る
爽
や 

か
な
一
句
。 

参
考
句 

‶

石
楠
花
を
天
上
に
描
き
庭
に
植
ゑ
〟
後
藤
夜
半 

 

三
点
句 

日
盛
り
や
斜
め
に
渡
る
交
差
点 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 
 
 

 
 
 

 
 

 

昇
さ
ん
・
・
・
・
夏
の
昼
下
り
、
交
差
点
の
陽
射
し
の
照
り
返
し
に
眩
暈
し
て
真
っ
す
ぐ
歩
け
な
い
時
が
あ
り 

ま
す
。
斜
め
に
渡
る
と
い
う
措
辞
が
絶
妙
で
す
。 

道
端
で
画
集
を
選
ぶ
夏
の
町 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
古
書
店
の
外
の
ワ
ゴ
ン
に
、
著
名
な
画
家
の
素
晴
ら
し
い
画
集
が
見
つ
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
力
ま
ず
神
保
町
界
隈
を
表
現
し
た
句
。 

長
谷
寺
の
終
の
一
輪
白
牡
丹 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
花
の
御
寺
の
牡
丹
の
終
わ
る
時
期
、
残
っ
た
一
輪
の
白
牡
丹
。
な
ん
と
な
く
寂
し
さ
を
感 

じ
さ
せ
る
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
非
凡
な
句
に
し
た
「
終
の
一
輪
」
へ
の
着
目
に
感
心
。 

夏
落
葉
ひ
そ
と
老
兵
職
を
辞
す 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 
 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
老
兵
は
役
目
を
終
え
た
落
葉
の
よ
う
だ
。 

ど
う
し
て
も
本
音
を
言
わ
ぬ
赤
い
薔
薇 

 
 
 

正
明 

 
 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
・
赤
い
薔
薇
に
は
近
づ
き
難
い
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
こ
の
よ
う
に
表
現
に
さ
れ
た
の 

が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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偶
々
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
会
で
御
一
緒 

 
 
 
 

聖
五
月
コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
出
の
ご
婦
人
と 

 

天
牛 

 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
麗
し
い
五
月
に
ふ
さ
わ
し
い
出
会
い
で
す
ね
。 

妻
く
れ
る
誕
生
祝
の
麻
の
服 

 
 
 
 
 
 
 
  

天
牛 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
   

亜
也
さ
ん
・
・
・
「
麻
の
服
」
が
言
外
に
老
夫
婦
の
年
輪
を
描
い
て
秀
逸
。 

 

二
点
句  

短
夜
や
日
の
出
を
待
て
ず
雨
戸
繰
り 

 
  

 
 

そ
ら
お 

 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
日
の
出
前
に
何
と
な
く
目
覚
め
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
ま
ま
寝
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
気
が
し 

て
私
に
も
よ
く
あ
る
体
験
で
す
。 

八
種
類
飲
む
毎
日
が
薬
の
日 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
高
齢
者
は
薬
の
効
果
が
翌
日
ま
で
続
き
効
き
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
老
年 

医
学
会
のHP
に
は
「
多
す
ぎ
る
薬
と
副
作
用
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
す
。 

子
と
孫
の
厄
を
落
せ
よ
菖
蒲
風
呂 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

 
 
 
 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
厄
年
を
疾
う
に
越
し
た
祖
父
と
し
て
は
、
未
来
あ
る
子
や
孫
に
、
苦
し
み
や
災
難
に
遭
わ
な 

う
よ
う
祈
る
ば
か
り
。 

鈴
蘭
の
小
さ
き
ブ
ー
ケ
巴
里
遥
か 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
偶
々
五
月
初
旬
に
パ
リ
に
滞
在
し
て
い
た
時
、
こ
の
景
に
出
会
い
ま
し
た
。
見
事
に
表
現
さ 

れ
て
い
ま
す
。 

一
階
は
ワ
イ
ン
・
バ
ー
な
り
神
保
町 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 

 

※
句
会
で
も
ご
指
摘
あ
り
。
季
語
が
あ
り
ま
せ
ん
。
吟
行
で
う
っ
か
り
の
ご
様
子
。 

あ
ら
た
め
て
見
合
わ
す
素
顔
風
薫
る 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
コ
ロ
ナ
明
け
の
今
年
の
五
月
な
ら
で
は
の
句
。
そ
れ
と
な
い
表
現
が
好
も
し
い
。 

武
者
ぶ
り
の
端
午
に
適
ふ
初
舞
台 

 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

 
 

 
 
 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
菊
五
郎
の
孫
・
尾
上
真
秀
（
十
歳
）
の
初
舞
台
「
音
菊
真
秀
若
武
者
」。
西
洋
人
を
父
に
持 

つ
歌
舞
伎
役
者
は
、
十
五
代
目
市
村
羽
左
衛
門
以
来
だ
。
将
来
が
期
待
さ
れ
る
。 

担
ぎ
手
は
大
張
り
切
り
の
夏
祭
り 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
 
 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
待
ち
に
待
っ
た
夏
祭
り
、
祭
り
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
、
納
得
。 

緑
蔭
の
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
古
書
を
手
に 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 

 
 
 

 
 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
予
て
か
ら
欲
し
か
っ
た
た
稀
覯
本
を
発
見
。
喜
び
勇
ん
で
帰
途
に
つ
く
。 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
お
天
気
の
よ
い
気
持
ち
の
良
い
日
に
古
本
を
物
色
し
て
歩
く
。
気
に
入
っ
た
本
を
見
つ
け
そ 

れ
を
持
ち
な
が
ら
又
本
探
し
に
歩
く
ゆ
っ
た
り
し
た
良
い
一
日
で
す
ね
。 

デ
イ
ゴ
咲
く
喜
界
島
な
り
世
に
遠
し 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
下
五
の
「
世
に
遠
し
」
が
読
者
の
想
い
を
拡
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
・
知
人
が
喜
界
高
校
の
校
長
で
し
た
。
直
行
便
は
な
く
、
奄
美
大
島
を
経
由
す
る
と
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
梯
梧
咲
く
喜
界
島
な
り
別
天
地
」
で
も
。 

 

一
点
句 

コ
ル
セ
ッ
ト
は
め
リ
ハ
ビ
リ
励
む
汗
の
午
後 

 

紀
久
男 

 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
窮
屈
な
コ
ル
セ
ッ
ト
を
は
め
て
い
て
も
リ
ハ
ビ
リ
は
し
な
き
ゃ
な
り
ま
せ
ん
。
ご
苦
労
な
こ 

と
で
す
。
午
前
も
午
後
も
。 

梅
天
に
古
戦
場
あ
り
武
者
絵
凧 

 
 
 
 
 
  

く
に
お 

 
 

    
 
 
 
 

※
「
梅
天
」（
夏
）
と
「
武
者
絵
凧
」（
春
）
は
季
重
な
り
。（
康
敏
さ
ん
） 
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通
院
の
バ
ス
待
つ
朝
に
若
葉
風 

 
 
 
 
 

  

千
恵 

 

 
 
 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
朝
の
バ
ス
停
に
、
み
ず
み
ず
し
い
若
葉
を
通
し
た
風
が
吹
い
て
く
る
。
気
持
ち
の
よ
い
風
だ
。 

病
院
で
待
た
さ
れ
な
い
と
い
い
が
。 

夏
め
く
や
冷
酒
供
に
蕎
麦
た
ぐ
る 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

 
 
 

※
句
会
中
に
も
「
夏
め
く
」
と
「
冷
酒
」
は
季
重
な
り
と
の
指
摘
あ
り
。 

昼
飯
は
和
食
に
徳
利
さ
つ
き
咲
く 

 
 
  

 

ゆ
た
か 

 

 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
神
保
町
は
学
生
街
で
あ
り
食
堂
の
街
で
あ
る
。
私
の
学
校
も
駿
河
台
に
あ
り
、
お
世
話
に 

な
っ
た
。「
和
食
」
は
も
っ
と
具
体
的
な
方
が
い
い
。
「
昼
飯
に
天
ぷ
ら
徳
利
さ
つ
き
咲
く
」 

「
い
も
や
」
の
天
ぷ
ら
は
絶
品
。 

フ
ェ
ン
ス
越
え
兜
は
今
や
海
渡
り 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

 
 
 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
日
本
に
は
ス
ゥ
ィ
パ
ー
と
か
言
う
球
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
ね
。 

こ
ろ
も
が
え
黒
美
し
き
時
流
か
な 

 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
今
年
の
衣
替
え
は
黒
が
多
く
て
、
且
、
美
し
い
と
、
流
行
の
移
り
変
わ
り
を
上
手
く
詠
ん 

で
い
て
、
楽
し
い
。 

 

夏
日
と
や
年
々
早
し
衣
替
え 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 

 
 

 
 
 

  

※
「
夏
日
」
と
「
衣
替
え
」
は
季
重
な
り
。（
康
敏
さ
ん
） 

サ
ン
グ
ラ
ス
掛
け
颯
爽
と
出
勤
す 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

 
 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
よ
っ
ぽ
ど
、
本
人
は
気
取
っ
た
つ
も
り
で
し
ょ
う
ね
！
そ
の
辺
が
上
手
く
出
来
て
い
ま
す
。 

姿
よ
き
梅
樹
実
の
落
つ
降
る
が
ご
と 

 
  

 
 

亜
也 

 
 

 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
何
年
か
前
、
樹
木
ウ
ィ
ル
ス
輪
斑
病
が
蔓
延
し
、
伊
丹
、
宝
塚
、
川
西
地
区
の
梅
ノ
木
の
多 

く
が
枯
れ
、
緑
が
丘
公
園
の
梅
林
は
全
滅
し
た
。‶
姿
よ
き
梅
樹
〟
が
懐
か
し
い
。 

書
肆
と
い
ふ
言
葉
あ
り
け
り
花
槐 

 
 
 
  

 

亜
也 

 
 

 
 
 
     

五
郎
太
さ
ん
・
・
昼
前
の
神
保
町
、
漢
籍
を
扱
う
立
派
な
書
店
が
目
に
つ
く
。
中
国
原
産
の
槐
樹
が
実
際
に
花 

を
つ
け
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
。
そ
の
英
語
名
の
一
つ
がs

c
hola

r tree

。 

斡
旋
が
巧
み
。 

         
               

     
 

     
 

     
 

     
 

     

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 

令
和
五
年
六
月
二
十
二
日(

木)  
 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

会
場
：
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
施
設 

し
ゃ
れ
な
あ
ど 

４
階
会
議
室 

 
  

◇
ご
出
席
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。 

事
前
にP

C

入
力
に
よ
る
清
記
を
作
成
し
ま
す
の
で
、 

ご
出
席
者
の
出
句
予
定
句
及
び
投
句
も
当
方
（
星
田
）
に
頂
戴
致
し
ま
す
。 

締
切
：
六
月
二
十
日
（
火
）
中
。
※
時
間
的
に
余
裕
な
く
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。 

星
田
メ
ー
ル
、
或
い
はFAX

（03-3421-9772

）
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
当
日
配
布
の
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

☆
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂2-

16-7 

茶
沢
通
り
宝
く
じ
売
り
場
が
目
印
の
ビ
ル 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

例
年
よ
り
早
い
梅
雨
の
晴
間
の
よ
う
な
５
月25

日
㈭ 

予
定
通
り
十
時
に
集
合
、
吟
行
を
催
行
し
ま
し
た
。 

孤
舟
選
者
、
び
ん
さ
ん
、
ゆ
た
か
さ
ん
、
五
郎
太
さ
ん
、
た
だ
し
げ
さ
ん
、
千
恵
さ
ん
、
啓
子
の
７
名
の
参
加
で
し
た
。

午
後1

時
か
ら
の
句
会
に
は
、
忠
彦
さ
ん
、
國
護
さ
ん
、
亜
也
さ
ん
の
３
名
も
合
流
、
吟
行
句
は1

8

句
、
当
季
雑
詠71

句
、
計89

句
を
以
て
の
選
句
と
な
り
ま
し
た
。
吟
行
で
は
時
に
陽
も
射
し
、
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
気
持
ち
の
良

い
天
候
に
恵
ま
れ
、
神
田
神
保
町
古
書
店
街
を
三
々
五
々
歩
い
て
の
作
句
（
久
方
ぶ
り
の
神
保
町
散
策
は
大
変
楽
し
か
っ
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た
と
感
想
頂
い
て
お
り
ま
す
）、
カ
レ
ー
や
和
食
な
ど
夫
々
好
み
の
ラ
ン
チ
の
後
、
午
後
一
時
か
ら
丸
紅
本
社
会
議
室
で

の
句
会
に
臨
み
ま
し
た
。
吟
行
に
は
参
加
で
き
ず
と
も
、
そ
の
お
気
持
ち
で
ご
投
句
下
さ
っ
た
方
も
居
ら
れ
、
お
仲
間
の

想
い
を
共
有
し
た
こ
と
で
し
た
。 

句
会
は
い
つ
も
の
よ
う
に
五
郎
太
さ
ん
の
司
会
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
、
そ
の
後
の
皆
さ
ま
か
ら
の
選
句
結
果
を
受
け
、

康
敏
さ
ん
、
次
い
で
、
び
ん
さ
ん
、
啓
子
が
高
得
点
と
な
り
ま
し
た
。
因
み
に
、
康
敏
さ
ん
は
当
季
雑
詠
、
び
ん
さ
ん
、

啓
子
は
吟
行
で
の
句
で
し
た
。
今
回
は
全
体
的
に
季
重
な
り
が
多
く
、
無
季
語
も
数
点
あ
り
ま
し
た
。
句
会
現
場
、
選
句

ご
連
絡
時
な
ど
数
名
の
方
々
か
ら
ご
注
意
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 

二
、
孤
舟
選
者
近
詠 

 
 
 

 

し
や
ぼ
ん
だ
ま
雲
と
な
る
ま
で
見
届
け
む 

 
 
 

正
解
は
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
二
輪
草 

 
 
 

峠
と
は
別
る
る
と
こ
ろ
春
の
虹 

 
 
 

み
ど
り
ご
の
産
毛
の
微
光
若
葉
風 

 
 
 

鉛
筆
を
耳
に
戻
し
て
鰹
糶
る 

 

三
、 

関
係
者
近
詠
は
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 

四
、  

万
里
子
先
生
の
お
別
れ
式
が5

月30

日
、6

月1

日
と
武
蔵
野
市
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団 

東
美
教
会
に
て
行
わ
れ
、

青
葉
会
か
ら
は
夫
々
の
お
繋
が
り
か
ら
数
名
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀
久
男
さ
ん
は
ご
入
院
中
で
参
列
で
き
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
青
葉
会
世
話
人 

今
井
紀
久
男
と
し
て
弔
電
を
出
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
万
里
子
先
生
は
、
う
っ
す
ら

と
笑
み
を
浮
か
べ
ら
れ
、
穏
や
か
に
神
の
御
許
に
召
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
井
紀
久
男
さ
ん
、
柿
崎
忠
彦
さ
ん
は
、
近
々
万
里
子
先
生
の
追
悼
句
の
募
集
を
さ
れ
る
べ
く
ご
相
談
中
だ
そ
う
で

す
。
要
領
決
ま
り
次
第
追
っ
て
ご
連
絡
致
し
ま
す
。 

 

五
、
会
員
近
況 

毎
回
選
句
及
び
選
評
を
頂
い
て
い
る
庄
司
龍
平
さ
ん
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
素
敵
な
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
し
た
。 

ご
子
息
（
庄
司
英
生
氏
）
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
、
日
本
酒
「
朔
」
の
初
年
度
の
醸
造
酒
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
酒
コ
ン 

ク
ー
ル
「K

u
ra M

aster2
0
2
3

」
に
て
部
門
ト
ッ
プ
の
評
価
と
な
る
「
審
査
員
賞
」
を
受
賞
し
た
、
と
の
お
知
ら
せ
で 

す
。
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼ 

朔 
–

 sa
k

u
 (n

e
w

m
o
o
n

.jp
)  

・
・「
朔
」
が
生
ま
れ
た
経
緯
や
活
動
が
わ
か
り
ま
す
。 

青
葉
会
の
皆
さ
ま
に
は
お
酒
好
き
の
方
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
興
味
深
い
現
地
フ
ラ
ン
ス
で
の
発
表
場
面
の
サ
イ
ト
も 

併
せ
ご
案
内
致
し
ま
す
。https://kuramaster.com/ja/concours/comite-2023/laureats/ 

(

長
い
の
で6

分10

秒
位
か
ら
ご
覧
下
さ
い➡

と
の
こ
と
で
す
が
最
初
か
ら
な
か
な
か
興
味
深
い
で
す
。
日
本
語
訳
付) 

 

六
、【
訃
報
に
接
し
て
】 

 
 
 

今
年
３
月
に 

丸
紅
業
務
部
出
身
の
古
川
深
志
さ
ん
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
と
知
り
ま
し
た
。
万
里
子
先
生
の
訃
報 

か
ら
思
い
出
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
一
つ
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

桧
山
社
長
の
時
代
で
す
。
社
長
室
で
万
里
子
先
生
の
ご
夫
君
、
川
合
友
之
（
絹
漱
）
さ
ん
が
社
長
の
デ
ス
ク
に
腰
掛

け
「
お
い
桧
山
、
元
気
に
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
か
⁉
」
と
宣
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
場
に
居
た
当
時
業
務
課
長
の
古
川

さ
ん
は
、
ど
ち
ら
が
社
長
か
分
か
ら
ん
、
と
吃
驚
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
昔
は
か
な
り
バ
ン
カ
ラ
な
気
風
も
あ
っ
た
の
だ

な
と
愉
快
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。（
紀
久
男 

談
） 

  
 
 

令
和
五
年
六
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

https://newmoon.jp/#harimaterroir
https://kuramaster.com/ja/concours/comite-2023/laureats/

